
 

 

 

私意尊重の「尊重」に想いをはせる   
 

 

○想いをはせていると、自分の私意から離れていくようだ。 

 自己主張する自己から、「個体」としての「自」分、「自個」が現れてくる。 

 

○尊重とは、他を侵すことの浅ましさ、愚かさを気付くことである。 

 

○｢公｣とは、｢私｣が相互に尊重され共存して生かされている状態をいう。 

 


